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この機関紙は、赤い羽根共同募金の配分金の一部で作成しました。

TwitterFacebook

寒田の竹でお正月の
門松を作りました！

地域で助け合い、いきいきと暮らす
寒田のみなさんの支え合いと元気の輪！

　寒田の通いの場が行われ
ている、老人いこいの家「や
まさと」を紹介します。
　「やまさと」まで行くこと
が難しい方も、通いの場に
みんなが参加できるように
と、地域の方が自宅から「や
まさと」まで送り迎えのお
手伝いをしています。
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　生活支援ボランティアは、「自分たちの住む町を自分たちの手で住み続けられるように
したい」という住民の思いを形にした、住民相互の助け合いのもとに行われる住民自身
による有償のボランティア活動です。
　高齢者や心身に障がいのある方などの日常生活の“ちょっとした困りごとをお手伝い”
してくださる活動者を随時募集しています！

曜　日　月曜日～金曜日（必要に応じて土・日・祝日も活動することがあります）
　　　　　※年末年始　12月29日～１月３日はお休みです。
時　間　８時30分～17時（必要に応じて17時以降も活動することがあります）

活　動　10分　100円
報　酬 ※ボランティア活動を希望される方は、築上町社会福祉協議会でご登録をお願いします。

《問合せ・登録先》
社会福祉法人 築上町社会福祉協議会  連絡先 0930-56-2223

〒829-0301
福岡県築上郡築上町大字椎田８６１番地１
築上町椎田社会福祉センター「自愛の家」内

家事支援

～家事や掃除のお手伝い～
・部屋の掃除
・買い物
・ゴミ出し
　　　　　　　など

生活支援

～暮らしを支えるお手伝い～
・電球、蛍光灯の交換
・窓ふき
・家具の移動
・庭木の伐採
・話し相手
　　　　　　　　など

外出支援

～外出時の付き添い～
・通院
※公共の交通機関
　（電車、バス）や
　タクシーを利用す
　る同行支援です。

生活支援ボランティア『つむぎの会』生活支援ボランティア『つむぎの会』

活動者　　　　！活動者　　　　！募  集
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広報部会
より

　糸を紡ぐように、ほんの少しのお手伝いを希望する人と、自分にできることで手助け
したいと思っている人、人と人とをつなぎたい人が各々の立場で住みやすい社会とは何
かを考え支援していく会です。

生活支援ボランティア
　　　学習会に参加して

　１月20日の学習会で、「生活支援ボランティア」の会の名称について参加者のみな
さんに案を出していただき、『つむぎの会』に決まりました！

　近年身近に住む高齢者の困りごとの相談を聴く機会が増え、地域のボランティアによる支
えあいが必要である、との考えから、社会福祉協議会主催により昨年３月「ボランティア養成
講座」、６月、８月には「生活支援ボランティア講座」を開催、さらに 10月は「私たちができる
生活支援について考える」をテーマに、３グループに分かれて６つの課題に関する討論が交
わされました。

　１月２０日、昨年１０月討論会のフォローとして『生活支援ボランティア学習会』がありました
ので広報部として参加し、活発に意見を取り交わす様子をレポートさせていただきました。
今回の学習会は
　①昨年１０月に実施した検討会の意見について。
　②「生活支援ボランティア」体制について。　　　活動者が納得できるよう意見を交わしました。
　③会員登録から活動までの流れについて。
　福祉に関して高い専門知識を持つ社会福祉協議会の支援で、活動するボランティアの理解と賛同
を得てスタートする、築上町にとって『新しい形の生活支援活動』が、依頼者の満足という成果で
応えられるように、まさに「生みの苦しみ」と「楽しみ」も感じられる学習会でした。
　少子高齢化の流れの中、高齢者が住み慣れた地域の中で安心して暮らして行くためには、利用者
の様々な依頼内容に対応できる『生活支援ボランティア』の発展と共に、支援の担い手となる活動
会員の多くの参加を期待したいと思います。

⎫
⎬
⎭



瞼
に
浮
か
ぶ
故
郷　
〜
下
香
楽
〜

加
來　
勝
己
（
北
九
州
市
在
住　
80
歳
）

　
築
上
町
の
旧
下
城
井
村
字
下
香
楽
地
域
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　
時
代
は
昭
和
二
十
年
代
後
半
で
私
が
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
校
の
頃
で

す
。
家
は
貧
し
か
っ
た
け
れ
ど
川
や
山
を
遊
び
場
に
し
、
何
不
自
由
な
く
育

て
て
貰
い
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
隣
の
家
は
庭
が
広
い
の
で
子
供
達
の
た
ま
り
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
話

し
声
が
余
り
に
も
う
る
さ
い
の
で
、
婆
ち
ゃ
ん
が
大
声
で
「
裏
の
河
原
に
行

っ
て
遊
び
な
さ
い
!!
」
と
。

　
河
原
と
は
、
城
井
川
の
事
で
す
。

　
そ
の
川
に
は
、「
ハ
ッ
チ
ン
」
と
仲
間
達
も
呼
ん
で
い
た
幻
の
魚
が
い
た
。

ナ
マ
ズ
に
よ
く
似
て
い
て
体
長
は
十
cm
〜
十
五
cm
位
、
赤
色
で
両
方
の
エ
ラ

に
鋭
い
針
を
持
ち
、
刺
さ
れ
る
と
痛
い
と
言
う
よ
り
、
疼
い
て
、
眠
れ
な
い

夜
を
明
か
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
浅
瀬
で
俊
敏
に
泳
ぐ
鮎
の
捕
獲
は
買
っ

て
来
た
タ
モ
網
を
水
中
で
見
え
に
く
い
よ
う
に
柿
渋
で
染
め
、
そ
れ
を
魚
の

通
り
道
の
石
と
石
の
間
に
設
置
し
、
竹
の
棒
で
追
い
込
み
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

掬
い
上
げ
る
。
鮎
の
肌
は
、「
ぬ
る
っ
」
と
し
て
独
特
の
臭
い
が
し
た
。

　
山
で
は
、
メ
ジ
ロ
取
り
の
最
中
に
出
会
っ
た
野
ウ
サ
ギ
と
キ
ツ
ネ
。
ウ
サ

ギ
が
道
を
横
切
る
時「
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
」と
振
り
向
く
様
は
実
に
愛
く
る
し
い
。

キ
ツ
ネ
は
、
侵
入
者
に
太
い
尻
尾
を
「
フ
リ
フ
リ
」
威
嚇
し
な
が
ら
去
っ
て

行
っ
た
。
一
度
き
り
だ
が
懐
か
し
い
。
今
で
は
、
鹿
や
猪
が
出
没
す
る
と
か
。

時
代
の
流
れ
で
し
ょ
う
か
⁉　
幾
つ
か
の
群
れ
を
成
し
て
移
動
す
る
メ
ジ
ロ

の
宝
庫
「
奥
迫
」
今
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
是
非
訪
れ
て
み
た
い

も
の
で
す
。

　
今
一
つ
は
、
下
香
楽
東
に
位
置
す
る
「
丸
山
」。
山
頂
に
は
、
白
い
鳥
居

と
古
い
石
碑
が
あ
り
、
こ
こ
に
お
詣
り
し
て
か
ら
弁
当
を
開
く
の
が
通
例
と

な
っ
て
い
る
。

　
か
れ
こ
れ
三
十
年
は
過
ぎ
た
だ
ろ
う
か
、
地
元
の
許
可
を
得
て
桜
の
植
樹

を
し
た
。
土
地
に
馴
染
ん
だ
の
か
五
年
が
経
っ
た
頃
太
い
木
に
成
長
し
、
立

派
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
て
ま
す
。

　
「
桜
が
満
開
に
な
っ
た
よ
っ
!!
」
の
声
に
同
僚
や
家
族
で
ほ
ぼ
毎
年
登
っ

て
い
ま
す
。

満
開
の
桜
の
花
び
ら
が
風
に
舞
っ
て
開
い
た
弁
当
へ
。
最
高
の
時
間
が
過
ぎ

て
ゆ
く
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
の
楽
し
み
は
、
食
後
の
「
ワ
ラ
ビ
取
り
」
こ
の
場
所
は

ワ
ラ
ビ
の
群
生
地
。

孫
達
と
取
り
合
っ
た
事
が
瞼
に
浮
か
び
「
丸
山
」
を
見
る
と
何
故
か
目
が
潤

み
ま
す
。
そ
の
孫
も
今
で
は
二
十
歳
を
と
う
に
過
ぎ
て
い
る
。
山
頂
よ
り
真

下
に
二
つ
並
ん
で
見
え
る
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
家
に
向
か
っ
て
合
掌
し
、

「
ま
た
来
年
も
来
ら
れ
ま
す
様
に
!!
」
と
願
い
帰
路
に
つ
く
。

　
　
産
土
の　
桜
は
は
る
か　
わ
が
胸
に

　
　
　
　
　
こ
の
句
は
、
寒
田
の
知
人
に
詠
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

つ
ぼ

こ
う  

ら

お
く
だ
こ

う
ぶ
す
な
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寄
付
金
の
お
礼

　
築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。ご
芳
情
に
対
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
浄
財
は
、社
会
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
さ
れ
た
場
合
は
、所
得
税
の
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
（
令
和
４
年
12
月
21
日
〜
令
和
５
年
２
月
14
日
受
付
分
ま
で
掲
載
）

香
典
返
し

◆
椎
田
地
区

〔
湊　
北
〕
則　
行　
ま
さ
か 

様
（
亡
義
母　
シ
ヅ
子
様
）

〔
椎
田
東
〕
井　
上　
信　
司 

様
（
亡
義
母　
妙
子
様
）

〔
椎
田
中
〕
米　
田　
裕　
子 

様
（
亡
父　
小
林
勲
様
）

　
　
　
　
　
小　
袋　
　
　
新 

様
（
亡
妻　
初
枝
様
）

〔
椎
田
西
〕
伊　
藤　
正　
勝 

様
（
亡
母　
和
子
様
）

〔
臼　
田
〕
舟　
川　
勝　
二 

様
（
亡
母　
千
代
子
様
）

〔
西
高
塚
〕
西　
畑　
カ
ヨ
コ 

様
（
亡
夫　
利
勝
様
）

　
　
　
　
　
上　
野　
千
賀
子 

様
（
亡
夫　
宏
様
）

〔
宇
留
津
〕
松　
﨑　
カ
オ
ル 

様
（
亡
夫　
泰
夫
様
）

〔
東
八
田
〕
平　
嶋　
洋　
子 

様
（
亡
夫　
教
秀
様
）

〔
上
岩
丸
〕
中　
山　
惟　
子 

様
（
亡
夫　
一
様
）

〔
奈　
古
〕
仲　
　
　
ひ
と
み 

様
（
亡
父　
宮
原
磯
巳
様
）

　
　
　
　
　
奥　
本　
俊　
夫 

様
（
亡
母　
美
代
子
様
）

〔
水　
原
〕
原　
口　
正　
毅 

様
（
亡
妻
　
月
子
様
）

　
　
　
　
　
髙
　
橋
　
明
　
子 

様
（
亡
夫
　
元
一
様
）

〔
小　
原
〕
渡　
辺　
正　
男 

様
（
亡
義
母　
秋
山
フ
サ
ヱ
様
）

　
　
　
　
　
田　
中　
拓　
子 

様
（
亡
姉　
山
﨑
伸
子
様
）

〔
上
り
松
〕
宮　
本　
啓　
治 

様
（
亡
母　
節
子
様
）

◆
築
城
地
区

〔
伝
法
寺
〕
阿
曽
沼　
美
智
子 

様
（
亡
夫　
正
雄
様
）

　
　
　
　
　
鬼　
木　
真
由
美 

様
（
亡
夫　
準
一
様
）

〔
松　
丸
〕
小　
出　
経　
治 

様
（
亡
母　
ヤ
ス
子
様
）

〔
下
香
楽
〕
加　
來　
康　
宣 

様
（
亡
母　
ヤ
ヱ
ノ
様
）

〔
上
築
城
〕
井　
田　
　
　
榮 

様
（
亡
夫　
年
弥
様
）

〔
上
別
府
〕
繁　
永　
　
　
晃 

様
（
亡
父　
高
美
様
）

　
　
　
　
　
大　
森　
千
代
子 

様
（
亡
夫　
猛
様
）

一
般
寄
付

　
湊
〇
〇
組　
講
組
一
同 

様

　
豊
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

様

　
實
成
寺
寒
修
行
団 

様

　
匿
名
希
望
１
名 

様

ちくじょう子ども食堂へ食材等の
ご寄付をいただきました

・久保　直人 様　・井上　俊明 様　・岡田　猛彦 様
・松田　智子 様　・平塚　幸子 様　・築上町生活学校 様
・結いの石窯パン 様　・ワークランドこすもす 様
・医療法人 宮崎リハビリテーション医院 様
・安部味噌製造所 様　・しいだ｢夢｣会議
・匿名希望　６名 様

フードバンクへ食品などの
ご寄付をいただきました

・森　裕美 様
・八津田校区民有志 様
・社会福祉法人 大幸会 様
・ワークランドこすもす 様
・匿名希望　５名 様

（令和4年12月21日～令和5年2月14日受付分まで掲載） （令和4年12月21日～令和5年2月14日受付分まで掲載）

　12月24日（土）に社会福祉法人 恵愛会様
のご厚意で、ひとり親家庭の方へクリスマ
スケーキとシャンメリーを無料で配布しま
した。

　医療法人 宮崎リハビリテーション医院様
のご厚意で１月の子ども食堂でビンゴ大会
と食後にケーキを出すことが出来ました。
　ビンゴ大会、ケーキ共に子ども達は喜ん
でいました。

　多くの方からの食材等のご寄付で子ども食堂は行われております。
様々なご協力いつもありがとうございます。

多くのご支援をいただきました
当日は積雪で取りに行くこと
が出来ない方の為、冷凍車を
持って来て下さり、無事に配
布することが出来ました。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
は
年
度
最
後
の
月

に
な
り
ま
す
。
卒
業
や
進

学
、
就
職
や
転
勤
な
ど

様
々
な
事
情
で
そ
れ
ま
で

の
環
境
と
お
別
れ
す
る
季

節
で
も
あ
り
、
新
し
く
希

望
に
満
ち
た
生
活
を
始
め

る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

昼
間
は
上
着
が
な
く
て
も

過
ご
せ
る
ほ
ど
暖
か
く
な

り
、
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ

る
動
物
や
植
物
が
活
動
を

始
め
、
心
浮
き
立
つ
気
分

と
も
な
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
も
新

し
い
年
度
に
向
け
機
構
を

整
え
て
、
住
民
の
困
り
ご

と
を
我
が
こ
と
と
し
て
と

ら
え
、
住
民
皆
様
と
共
生

社
会
の
中
で
地
域
福
祉
に

尽
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　昨年４月から袈裟丸第２地区ではドライブサロ
ンを行っています。
　袈裟丸第２地区は、コミュニティバスが通らず
外出が不便なため、社会福祉法人恵愛会さんのご
協力により、毎月１回、第４木曜日に地区の集会
所から町内の商業施設へ買い物のための送迎を
行っています。
　前日に雪が積もったこの日は、まだうっすらと
雪が残りとても寒かったですが、みなさん元気に
お話をしながらバスを待っていました。
　バスが到着すると、施設の運転手さんが参加者
一人ひとりに声をかけながら検温、消毒をしてお
買い物へ出発します。

　バスの乗り降りの際は段差に気を付け合い、お店に到着後
はみなさんそれぞれにお買い物を楽しみました。
　お買い物が済んだ方からバスに戻ってこられて、カートの
荷物をバスに載せこむお手伝いをしたり、お互いに協力され
ていて、「ゆっくり買い物が出来るのがいいですね。」と話さ
れていました。
　また、ドライブサロン以外の日頃のお買い物は、地域の方
が時々車に乗せて買い物に連れて行ってくれるそうです。
　地域のみなさんで気にかけ合い、日頃の暮らしをお互いに
支え合っているのだと感じました。

袈裟丸第２ドライブサロン

日　時　令和 5年 4月 13日（木）
　　　　　　　 ～ 8月 31日（木）まで
　　　　毎週木曜日　19：00～ 21：00
　　　　（但し、4月 13日、20日、27日は
　　　　 19：00～ 20：00）
回　数　20回
場　所　自愛の家
定　員　20名（町内在住、在職）
受講料　1,000 円

入門手話講習会
日　時　令和 5年４月～
　　　　第２または第３月曜日
　　　　10：00～ 13：00
　　　　（但し、講師の都合により日時の変更
　　　　  がある場合もあります）
回　数　9回
場　所　自愛の家
定　員　10名
　　　　（町内在住の 60歳以上の男性の方）

男性料理教室

募　集：４月７日まで電話にて受付
問合せ：築上町社会福祉協議会　椎田社会福祉センター「自愛の家」
　　　　電話　0930-56-2223　( 平日 8：30～ 17：00まで )


